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昭
和
五
年
八
月
二
十
三
日
、
東
京
府
東
京
市
麻
布
区
弄
町
九
十
六
番
地
に
，

　
生
ま
れ
る
。
父
万
造
。
母
イ
チ
。
第
三
子
長
男
。
名
文
夫
は
鎮
守
麻
布

　
一
本
松
氷
川
大
明
神
か
ら
授
か
る
。
同
年
中
、
弁
町
二
十
八
番
地
に
移

　
居
。

昭
和
九
年
、
近
所
の
標
札
を
見
て
漢
字
を
お
ぼ
え
る
。

昭
和
十
年
、
ラ
ジ
オ
・
レ
コ
ー
ド
で
藩
語
を
お
ぼ
え
、
口
真
似
す
る
。
三

　
輸
車
で
遊
ん
で
い
て
、
後
退
し
て
き
た
自
動
車
の
下
に
は
さ
ま
れ
る
。

昭
和
十
一
年
、
講
談
社
の
絵
本
定
期
購
読
。
五
目
な
ら
ぺ
・
は
さ
み
将
棋

　
を
お
ぽ
え
る
。

昭
和
十
二
年
四
月
、
麻
布
区
立
弊
尋
常
小
学
校
入
学
。
同
二
十
九
日
、
天

　
長
節
の
式
に
出
席
し
て
紅
白
の
藩
雁
を
も
ら
い
、
学
校
が
好
き
に
な
る
。

　
○
め
ん
こ
・
ぴ
い
玉
を
お
ぼ
え
る
。

昭
和
十
三
年
三
月
、
優
等
賞
を
受
け
る
（
以
後
毎
年
受
賞
）
。
四
月
、
小

　
遠
足
（
青
山
墓
地
の
乃
木
大
将
一
・
広
瀬
中
佐
の
墓
に
詣
す
る
）
。
○
猫

　
の
四
足
を
つ
か
ん
で
背
中
か
ら
落
と
し
、
ど
の
く
ら
い
の
高
さ
ま
で
体

　
を
入
れ
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
実
験
す
る
。
ま
た
、
大
人
か
ら
猫

　
の
ひ
げ
を
切
る
と
真
直
歩
け
な
く
な
る
と
聞
き
、
実
験
し
て
う
そ
と
知

　
る
。
竹
馬
・
凧
あ
げ
・
け
ん
玉
を
お
ぼ
え
る
。

昭
和
十
四
年
四
月
、
鈴
木
翠
軒
門
下
福
間
氏
書
道
塾
入
門
。
ま
た
、
図
書

　
館
に
通
い
は
じ
め
、
講
談
社
の
少
年
講
談
を
耽
読
す
る
。
八
月
、
六
年

　
生
と
喧
嘩
し
て
勝
つ
。
復
鶴
に
備
え
、
五
寸
釘
を
線
路
に
置
い
て
市
電

　
に
ひ
か
せ
、
そ
れ
を
研
い
で
槍
を
作
り
、
そ
の
槍
を
か
つ
い
で
遊
ぴ
に

　
出
る
。
○
坂
道
の
下
で
待
ち
受
け
、
通
行
の
荷
車
の
後
押
し
を
し
て
駄

　
賃
一
銭
を
せ
し
め
、
買
い
食
い
す
る
こ
と
を
お
ぽ
え
る
（
当
時
は
子
供

　
に
月
決
め
で
小
遣
い
を
与
え
る
習
慣
は
な
・
か
っ
た
）
。
ま
た
、
自
転

　
車
・
べ
い
．
こ
ま
・
が
ち
ゃ
ん
こ
を
お
ぽ
え
る
。

昭
和
十
五
年
一
月
、
書
初
大
会
で
金
賞
を
受
け
る
（
以
後
毎
年
受
賞
）
。

　
三
月
、
皆
勤
賞
を
受
け
る
。
八
月
、
昆
虫
採
集
を
は
じ
め
る
。

昭
和
十
六
年
四
月
、
国
民
学
校
令
に
よ
り
麻
布
区
立
拝
国
民
学
校
に
改
め

　
ら
れ
、
祝
日
の
紅
白
の
落
雁
、
優
等
賞
な
ど
廃
止
さ
れ
る
。
八
月
、
模

　
型
飛
行
機
の
製
作
を
は
じ
め
る
。
ま
た
、
宮
城
・
明
治
神
宮
・
靖
国
神

　
社
に
お
ま
い
り
す
る
と
称
し
て
出
歩
き
、
旧
市
内
の
地
理
に
ほ
ぼ
通
暁

　
す
る
。
十
月
、
区
内
各
校
対
抗
唱
歌
会
の
選
手
に
選
ば
れ
る
。
○
と
ん

　
ぼ
の
翅
を
ど
の
く
ら
い
切
り
落
と
し
て
も
飛
行
可
能
か
、
実
験
す
る
。

　
甲
虫
に
お
も
り
を
つ
け
、
ど
の
く
ら
い
の
重
量
ま
で
飛
行
可
能
か
、
実

　
験
す
る
。
ま
た
、
甲
虫
の
翅
を
切
断
し
、
断
面
の
形
が
飛
行
機
の
翼
型
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と
異
な
る
こ
と
に
疑
問
を
も
つ
。
歴
代
天
皇
の
認
号
を
暗
記
す
る
。
囲

　
碁
・
将
棋
を
お
ぼ
え
る
。

昭
和
十
七
年
八
月
、
戦
死
者
合
同
葬
に
男
子
生
徒
代
表
と
し
て
参
列
。
十

　
月
、
修
学
旅
行
（
伊
勢
神
宮
・
橿
原
神
宮
に
詣
す
る
）
。
○
水
泳
を
お

　
ぼ
え
る
。
鶴
亀
算
に
興
昧
を
も
つ
。

昭
和
十
八
年
三
月
、
麻
布
区
立
鉾
国
民
学
校
卒
業
。
四
月
、
東
京
府
立
第

　
一
中
学
校
入
学
（
こ
の
年
か
ら
四
年
制
と
な
る
）
。
七
月
、
都
制
施
行

　
に
よ
り
東
京
都
立
第
一
中
学
校
に
改
め
ら
れ
る
。
八
月
、
神
宮
プ
ー
ル

　
の
十
ノ
ー
ト
ル
の
飛
込
台
か
ら
の
飛
込
に
成
功
す
る
。
ま
た
、
五
十
メ

　
ー
ト
ル
の
潜
水
平
泳
ぎ
に
成
功
す
る
。
O
真
面
目
に
授
業
を
受
け
ず
、

　
よ
く
立
た
さ
れ
る
。
校
友
会
雑
誌
に
載
ウ
た
一
年
生
の
時
の
谷
崎
潤
一

　
郎
の
作
文
を
見
て
感
心
し
、
美
辞
麗
旬
を
連
ね
た
文
章
を
書
く
よ
う
に

　
な
る
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
一
年
生
二
百
四
十
八
人
中
二
百
四
十
八
番
の
成
績
で

　
及
第
す
る
。
び
り
で
及
第
し
た
の
は
そ
れ
ま
で
に
徳
川
夢
声
た
だ
一
人

　
し
か
い
な
い
と
聞
か
さ
れ
る
。
四
月
、
自
由
選
択
授
業
「
妙
法
蓮
華

　
経
」
受
講
。
ま
た
、
必
修
授
業
グ
ラ
イ
ダ
ー
操
縦
訓
練
は
じ
ま
る
。
五

　
月
、
校
内
の
笑
い
話
を
あ
つ
め
て
、
わ
ら
半
紙
一
枚
の
週
刊
新
聞
を
発

　
行
す
る
。
六
月
、
中
間
試
験
の
幾
何
で
四
百
点
中
三
百
九
十
九
点
を
と

　
り
、
級
友
の
見
る
目
か
わ
る
。
十
一
月
、
空
襲
時
の
学
校
の
警
傭
を
命

　
ぜ
ら
れ
、
非
常
時
要
員
の
身
分
証
明
書
を
交
付
さ
れ
る
。
十
二
月
、
学

　
徒
動
員
令
に
よ
り
授
業
停
止
、
中
央
気
象
台
報
道
課
に
配
属
さ
れ
る

　
（
月
給
三
十
円
）
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
行
列
を
ま
ち
が
え
て
国
民
酒
場
の
列
に
な
ら
ぴ
、
は

　
じ
め
て
酒
の
味
を
し
る
。
四
月
、
中
央
気
象
台
配
属
を
解
か
れ
、
麹
町

　
区
の
焼
跡
の
整
理
に
あ
た
る
。
神
奈
川
県
愛
甲
郡
秦
野
町
曽
屋
に
移
居
。

　
五
月
二
十
五
日
、
空
襲
に
よ
り
弊
町
の
家
屋
焼
亡
。
七
月
二
十
九
日
、

　
横
須
賀
海
軍
工
廠
深
沢
分
工
廠
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
て
現
地
に
お
も
む
く

　
途
中
、
馬
入
川
鉄
橋
上
、
大
船
の
路
上
で
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の
銃
撃
を

　
受
け
る
。
圓
二
十
日
、
入
廠
式
。
下
士
官
の
リ
ン
チ
が
公
然
と
行
な
わ

　
れ
て
い
る
の
を
見
て
シ
目
ツ
ク
を
受
け
る
。
寮
生
活
中
、
退
屈
し
の
ぎ

　
に
短
歌
を
作
る
。
ま
た
、
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
」
を
読
み
、
狩
谷
校
斎

　
の
名
を
し
る
。
八
月
十
四
日
、
ベ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
る
。
同
十

　
五
日
正
午
、
第
一
工
場
前
広
場
に
整
列
し
、
無
条
件
降
状
の
玉
音
放
送

　
を
聞
く
。
同
十
七
日
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
深
沢
分
工
廠
配
属
を
解
か
れ
、

　
秦
野
町
の
家
族
の
も
と
に
帰
る
。
当
日
の
作
「
た
が
や
し
て
生
く
る
覚

　
悟
と
君
は
言
ふ
生
き
て
む
な
し
き
国
と
思
ふ
に
」
。
九
月
、
授
業
再
開
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
昭
和
天
皇
行
幸
の
示
達
を
受
け
、
十
二
臼
か
ら
十

　
四
日
ま
で
、
授
業
中
止
、
校
内
特
別
大
掃
除
が
行
な
わ
れ
、
床
板
の
隙

　
間
の
ご
み
ま
で
ほ
じ
く
り
出
す
。
行
幸
延
期
と
な
り
、
同
二
十
七
日
、

　
再
び
校
内
特
別
大
掃
除
。
同
二
十
八
日
、
行
幸
。
英
語
授
業
（
シ
ェ
ー

　
ク
ス
ピ
ア
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
）
御
視
察
。
国
語
の
時
間
に
感
想
を
書

　
か
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
を
御
覧
に
入
れ
る
の
が
本
当
の
忠
で
は
な
い
か

　
と
書
い
て
提
出
す
る
。
五
月
三
日
、
弊
町
の
家
屋
新
築
成
り
、
移
居
。

　
六
月
、
学
友
会
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
理
化
部
を
創
設
し
て
参

　
加
す
る
。
校
舎
西
側
三
階
便
所
脇
に
部
室
を
も
ら
い
、
化
学
の
実
験
を

　
は
じ
め
る
。
九
月
、
は
じ
め
て
生
徒
大
会
開
催
さ
れ
、
五
年
生
学
級
委

　
員
か
ら
自
治
会
結
成
の
提
案
理
由
の
説
明
が
行
な
わ
れ
る
。
学
校
指
導

　
の
自
治
会
結
成
に
反
発
し
、
質
問
の
口
火
を
切
っ
て
五
年
生
学
級
委
員

　
の
提
案
を
こ
と
ご
と
く
否
決
す
る
。
同
月
、
中
学
四
年
制
廃
止
さ
れ
、
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五
年
制
に
も
ど
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
入
学
試
験
の
合
格
発
表

　
が
遅
れ
て
五
年
生
と
し
て
在
校
し
て
い
た
者
た
ち
、
退
校
し
て
、
そ
れ

　
ぞ
れ
高
等
学
校
に
進
む
。
O
西
洋
の
古
典
を
読
み
は
じ
め
る
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
六
・
三
・
三
・
四
制
施
行
に
よ
り
、
二
・
三
年
生

　
は
新
制
都
立
第
一
中
学
校
生
徒
と
な
り
、
四
・
五
年
生
は
旧
制
都
立
第

　
一
中
学
校
生
徒
と
な
る
。
同
月
、
学
校
公
認
の
自
治
会
委
員
選
挙
行
な

　
わ
れ
、
委
員
に
選
ば
れ
る
。
五
月
、
学
友
会
議
長
に
選
ば
れ
、
は
じ
め

　
て
生
徒
だ
け
で
予
算
の
配
分
を
決
定
す
る
。
六
月
、
理
化
部
活
動
に
地

　
学
を
加
え
、
中
央
気
象
台
か
ら
天
気
図
の
配
布
を
受
け
る
。
O
謄
写
版

　
印
刷
の
技
術
を
お
ぽ
え
る
。
日
本
天
文
学
会
会
員
に
な
る
。

昭
和
二
十
三
年
三
月
、
第
二
局
等
学
校
受
験
に
失
敗
。
ど
こ
が
で
き
な
か

　
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
恥
じ
る
。
四
月
、
新
制
移
行

　
に
よ
り
都
立
第
二
局
等
学
校
に
改
め
ら
れ
、
三
年
生
に
進
級
。
同
月
、

　
新
自
治
会
準
傭
委
員
会
の
設
置
を
決
議
し
て
自
治
会
解
散
。
六
月
、
数

　
学
同
好
会
を
創
設
す
る
。
七
月
、
学
友
会
代
表
と
し
て
創
立
七
十
周
年

　
記
念
文
化
祭
準
備
委
員
に
加
わ
る
。
芦
田
均
首
相
に
後
援
会
長
を
委
嘱

　
し
た
い
旨
書
簡
を
送
り
、
首
相
秘
書
か
ら
丁
重
な
断
わ
り
状
と
金
一
封

　
を
受
け
る
。
十
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
文
化
祭
開
催
。
数
学

　
同
好
会
出
題
懸
賞
付
パ
ズ
ル
が
好
評
を
博
す
。
O
整
数
論
に
興
味
を
も

　
つ
。

昭
和
二
十
四
年
二
月
、
生
徒
大
会
開
催
。
星
陵
生
徒
会
自
治
憲
章
成
立
。

　
三
月
、
全
校
単
一
選
挙
区
制
に
よ
る
生
徒
会
行
政
委
員
長
選
挙
が
行
な

　
わ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
を
務
め
る
。
同
月
、
東
京
都
立
第
一
高
等
学
校

　
卒
業
。
担
任
の
所
見
「
な
ん
で
も
こ
な
す
能
力
が
あ
る
の
に
、
リ
ー
ダ

　
i
と
し
て
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
遺
憾
」
。
五
月
、
受

　
験
勉
強
の
つ
も
り
で
読
み
は
じ
め
た
金
子
元
臣
『
源
氏
物
語
評
釈
』
読

　
了
。
七
月
、
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
二
類
入
学
。
八
月
、
登
山
を
は

　
じ
め
る
。
O
蔵
書
千
冊
に
達
す
る
。

昭
和
二
十
五
年
五
月
、
中
西
進
ら
と
短
歌
研
究
会
結
成
。
雑
誌
『
方
舟
』

　
創
刊
。
そ
の
縁
で
歌
誌
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
編
集
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科
進
学
。
右
遠
俊

　
郎
・
細
窪
孝
ら
と
近
代
文
学
研
究
会
男
爵
会
結
成
。
雑
誌
『
私
小
説
』

　
創
刊
。

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
、
卒
業
論
文
『
近
世
万
葉
集
研
究
史
考
』
二
冊
提

　
出
。

昭
和
二
十
八
年
三
月
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科
卒
業
。
四
月
、

　
入
学
試
験
免
除
の
特
典
を
受
け
て
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

　
国
語
国
文
学
専
修
修
士
課
程
入
学
。
柳
井
滋
と
と
も
に
国
文
学
研
究
室

　
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
月
、
東
京
都
立
南
葛
飾
高
等
学
校
二
部
非
常

　
勤
講
師
（
漢
文
）
を
委
嘱
さ
れ
る
。
○
秀
英
社
版
高
等
学
校
国
語
教
科

　
書
の
編
集
を
手
伝
い
、
指
導
書
な
ど
書
く
。
江
戸
時
代
の
版
本
・
写
本

　
な
ど
集
め
は
じ
め
る
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
、
東
京
都
立
日
比
谷
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
国

　
語
）
を
委
嘱
さ
れ
る
。
十
月
、
学
習
院
非
常
勤
講
師
（
国
語
）
を
委
嘱

　
さ
れ
る
。
十
二
月
、
修
士
論
文
『
狩
谷
被
斎
」
二
冊
提
出
。

昭
和
三
十
年
三
月
、
修
士
課
程
修
了
式
に
お
い
て
人
文
科
学
研
究
科
の
総

　
代
を
務
め
る
。
四
月
、
博
士
課
程
に
進
学
。
同
月
、
学
習
院
専
任
講
師

　
を
委
嘱
さ
れ
る
。
O
『
狩
谷
椴
斎
宛
松
崎
係
堂
書
簡
の
年
時
考
証
」

　
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
大
会
研
究
発
表
）
。

昭
和
三
十
一
年
四
月
、
学
習
院
高
等
科
教
諭
を
嘱
任
さ
れ
る
。
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昭
和
三
十
三
年
三
月
、
博
士
課
程
単
位
取
得
、
退
学
。

昭
和
三
十
四
年
五
月
、
『
渋
江
抽
斎
』
『
寿
阿
弥
の
手
紙
』
『
小
島
宝
素
』

　
校
注
（
筑
摩
書
房
版
『
森
圏
外
全
集
』
四
巻
）
。
十
一
月
、
『
北
条
霞

　
亭
』
『
霞
亭
生
涯
の
末
一
年
』
校
注
（
同
上
六
巻
）
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
一
日
、
吉
田
誠
子
と
結
婚
。
千
葉
県
松
戸
市
常
盤

　
平
七
丁
目
五
番
地
に
移
居
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
学
習
院
大
学
一
般
教
養
課
程
非
常
勤
講
師
（
近
代

　
文
学
）
兼
任
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
、
共
立
女
子
大
学
短
期
部
非
常
勤
講
師
（
近
代
文

　
学
）
兼
任
。
同
月
、
『
近
世
文
人
の
芸
術
観
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
三

　
十
九
巻
四
号
）
。
十
二
月
十
一
日
、
長
男
哲
夫
出
生
。

昭
和
三
十
八
年
三
月
、
学
習
院
高
等
科
退
職
。
四
月
、
一
橋
大
学
講
師

　
（
社
会
学
部
）
に
採
用
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
日
、
東
京
都
日
野
市
多
摩
平
二
丁
目
六
番
地
に

　
移
居
。
三
月
、
『
写
o
目
ω
o
冨
二
〇
之
彗
訂
巨
－
↓
ま
U
雲
宵
ε
■

　
－
自
o
目
一
〇
h
F
ゴ
o
、
｝
＝
目
ヨ
＝
．
．
O
O
コ
q
O
冒
ω
目
o
ω
ω
』
　
（
匡
弐
〇
一
ω
目
σ
国
閉
ゴ
」
－
O
＝
『
－

　
冨
一
〇
↓
苧
房
彗
庄
ω
9
彗
8
ω
一
き
一
・
杜
之
o
」
）
。
同
月
、
『
南
郭
以
後

　
－
所
謂
文
人
墨
客
に
つ
い
て
』
（
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
人
文
科
学
研

　
究
六
』
）
。
四
月
、
『
荻
生
租
擁
1
そ
の
文
学
者
と
し
て
の
一
面
に
つ
い

　
て
』
（
二
橋
論
叢
』
五
十
一
巻
四
号
）
。
同
月
、
『
士
大
夫
の
文
学
』

　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
四
十
一
巻
四
号
）
。
十
一
月
、
『
狩
谷
稜
斎
年
譜
考

　
証
稿
L
文
政
十
年
下
期
　
其
こ
（
『
言
語
文
化
』
一
巻
）
。

昭
和
四
十
年
三
月
、
『
「
金
華
稿
冊
」
考
証
』
（
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社

　
会
学
研
究
七
』
）
。
五
月
、
『
新
し
い
文
章
へ
の
道
は
け
わ
し
い
』
（
平
凡

　
社
版
『
日
本
語
の
歴
史
』
六
）
。
七
月
、
『
渋
江
抽
斎
』
校
注
浦
訂
（
筑

　
摩
童
旦
房
版
『
森
鴎
外
全
集
』
四
巻
）
。
八
月
、
『
服
部
南
郭
の
輻
晦
－
謹

　
園
亜
流
の
性
格
形
成
の
一
契
機
』
（
『
一
橋
論
叢
』
五
十
四
巻
二
号
）
。

　
九
月
、
『
北
条
霞
亭
』
校
注
補
訂
（
筑
摩
書
房
版
『
森
鴎
外
全
集
』
六

　
巻
）
。
十
二
月
、
一
橋
大
学
助
教
授
（
社
会
学
部
）
に
昇
任
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
三
年
二
月
、
『
通
（
其
一
）
』
（
二
橋
論
叢
』
五
十
九
巻
二
号
）
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
、
『
儒
学
と
国
学
－
富
永
仲
基
の
位
置
』
（
三
省
堂
版

　
『
講
座
日
本
文
学
」
7
）
。

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
『
係
堂
の
獺
・
其
他
－
狩
谷
椴
斎
年
譜
考
証
稿

　
其
二
』
（
コ
言
語
文
化
』
七
巻
）
。

昭
和
四
十
六
年
九
月
、
『
「
出
定
後
語
」
の
所
謂
享
和
二
年
再
刊
本
に
つ
い

　
て
』
（
『
一
橋
論
叢
』
六
十
六
巻
三
号
）
。
十
一
月
、
『
渋
江
抽
斎
』
校
注

　
改
訂
（
筑
摩
書
房
版
『
森
鶴
外
全
集
』
四
巻
）
。
十
二
月
、
『
北
条
霞

　
亭
』
『
霞
亭
生
涯
の
末
一
年
』
校
注
改
訂
（
同
上
六
巻
）
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
講
師
併
任
。
七

　
月
、
一
橋
大
学
教
授
（
社
会
学
部
）
に
昇
任
さ
れ
る
。
九
月
、
『
釈
放

　
光
「
弁
後
語
」
の
写
本
に
つ
い
て
』
（
『
一
橋
論
叢
』
六
十
八
巻
三
号
）
。

昭
和
四
十
八
年
六
月
、
『
「
兼
葭
堂
日
記
」
複
製
と
翻
刻
』
（
『
国
語
と
国
文

　
学
』
五
十
巻
六
号
）
。
八
月
、
『
「
出
定
後
語
」
の
版
本
』
（
岩
波
書
店
版

　
『
日
本
思
想
大
系
』
四
十
三
）
。

昭
和
四
十
九
年
二
月
、
『
富
永
仲
基
の
所
謂
「
五
類
」
に
つ
い
て
」
（
『
言

　
語
文
化
』
十
巻
）
。
（
三
月
、
『
加
藤
周
一
「
仲
基
後
語
」
』
（
『
国
文
学
』

　
十
九
巻
四
号
）
。
十
月
、
『
富
永
仲
基
論
－
「
翁
の
文
」
を
め
ぐ
っ
て
』

　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
五
十
一
巻
十
号
）
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
講
師
併
任
。
七
月
、
一
橋
大
学

　
付
属
図
書
館
小
平
分
館
長
併
任
。
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昭
和
五
十
二
年
二
月
、
『
慧
海
潮
音
「
掴
裂
邪
網
編
」
の
刊
年
に
つ
い
て
』

　
（
『
言
語
文
化
』
十
三
巻
）
。
三
月
、
『
「
偏
」
と
「
涯
」
－
富
永
仲
基
の

　
「
五
類
」
に
つ
い
て
』
（
『
一
橋
論
叢
』
七
十
七
巻
三
号
）
。
同
月
、
一
橋

　
大
学
付
属
図
書
館
長
事
務
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
四
月
、
同
事
務
代
理

　
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
同
月
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
講
師
併
任
。

昭
和
五
十
三
隼
六
月
、
『
狩
谷
校
斎
の
学
問
と
交
友
』
（
東
洋
文
庫
春
期
東

　
洋
学
講
座
講
演
）
。
七
月
、
一
橋
大
学
付
属
図
書
館
小
平
分
館
長
再
任
。

　
九
月
、
『
儒
学
と
国
学
』
（
集
英
社
版
『
日
本
文
学
全
史
』
四
）
。

昭
和
五
十
五
年
二
月
、
『
校
斎
雑
記
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
五
十
七
巻
二

　
号
）
。
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
講
師
併
任
。
六
月
、
一
橋
大
学
付
属

　
図
書
館
小
平
分
館
長
任
期
満
了
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
担
当
を
命
ぜ
ら

　
れ
る
。

昭
和
五
十
七
年
二
月
、
『
液
斎
雑
記
　
其
二
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
五
十

　
九
巻
二
号
）
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
、
『
植
松
茂
著
「
植
松
有
信
」
付
、
植
松
茂
彦
・
植

　
松
茂
共
編
「
植
松
有
信
遺
文
集
」
』
（
『
国
語
と
国
文
学
』
六
十
巻
三
号
）
。

　
四
月
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
講
師
併
任
。
同
月
、
東
京
大

　
学
文
学
部
講
師
併
任
。
十
一
月
、
『
国
学
に
お
け
る
学
問
的
自
覚
－
契

　
沖
に
つ
い
て
」
（
東
京
大
学
出
版
会
版
『
講
座
日
本
恩
想
」
二
）
。

昭
和
五
十
九
年
四
月
、
一
橋
大
学
語
学
研
究
室
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
一

　
月
、
金
蘭
短
期
大
学
水
田
紀
久
教
授
と
『
富
永
仲
基
研
究
』
（
和
泉
書

　
院
）
刊
行
。

昭
和
六
十
年
三
月
、
『
田
藩
文
庫
旧
蔵
無
刊
記
本
「
冠
辞
考
」
に
つ
い
て
』

　
（
『
言
語
文
化
』
別
冊
『
増
谷
外
世
嗣
教
授
追
悼
論
集
　
言
語
と
文
学
』
）
。

　
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
講
師
併
任
。
七
月
、
『
老
後
の
生
き
か
た
－

　
係
堂
日
暦
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
夏
季
公
開
講
演
）
。

昭
和
六
十
一
年
三
月
、
一
橋
大
学
語
学
研
究
室
長
任
期
満
了
。
四
月
、
実

　
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
（
以
後
毎
年
）
。
十
二
月
二

　
十
四
日
、
東
京
都
日
野
市
多
摩
平
六
丁
目
二
十
六
番
地
に
移
居
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
講
師
併
任
。
十
二
月
、
『
校
斎

　
雑
記
－
津
軽
屋
三
右
衛
門
襲
名
前
後
の
事
情
　
付
、
隠
居
の
時
期
・
隠

　
居
後
の
通
称
』
（
『
言
語
文
化
』
二
十
五
巻
）
。

平
成
元
年
十
二
月
、
『
校
斎
雑
記
－
津
軽
屋
二
右
衛
門
襲
名
前
後
の
事
情

　
補
遺
』
（
『
言
語
文
化
』
二
十
六
巻
）
。

平
成
二
年
三
月
、
『
儒
学
と
国
学
』
増
訂
（
集
英
社
版
『
日
本
文
学
全
史
』

　
四
）
。
六
月
、
『
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
出
定
後
語
」
の
異
版
』
（
『
混

　
沌
』
十
四
号
）
。

平
成
三
年
一
月
、
『
日
本
人
の
美
意
識
」
（
『
U
P
』
二
百
十
九
－
二
百
三

　
十
号
連
載
）
。
二
月
、
『
狩
谷
校
斎
の
西
遊
　
其
一
　
付
、
椴
斎
の
出
生

　
地
』
（
『
言
語
文
化
』
二
十
七
巻
）
。

平
成
四
年
二
月
、
『
校
斎
没
後
の
津
軽
屋
』
（
『
言
語
文
化
』
二
十
八
巻
）
。

平
成
五
年
二
月
、
『
渋
江
抽
斎
・
吉
田
箆
轍
・
岡
本
況
斎
に
関
す
る
雑
記
』

　
（
『
言
語
文
化
』
二
十
九
巻
）
。
十
二
月
、
『
狩
谷
被
斎
の
西
遊
　
其
二
』

　
（
『
言
語
文
化
』
三
十
巻
）
。

平
成
六
年
一
月
、
『
狩
谷
椴
斎
』
（
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
）
刊
行
。
同
月
、

　
『
津
軽
屋
の
支
配
人
田
脇
儀
兵
衛
』
（
『
日
本
歴
史
』
五
百
四
十
八
号
）
。

　
三
月
、
一
橋
大
学
退
職
。
四
月
、
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け

　
る
。
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